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　［
次
第
］は
登
場
歌
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、［
ク

リ
・
サ
シ
・
ク
セ
］の
前
、
あ
る
い
は
な
に
か
行
動

を
お
こ
す
際
の
冒
頭
に
序
歌
と
し
て
も
謡
わ
れ
る
。

七
五
調
三
句
の
う
ち
、
第
二
句
は
第
一
句
と
同
じ
歌

詞
な
の
で
内
容
的
に
は
二
句
の
み
の
短
い
謡
だ
が
、

フ
シ
は
ほ
ぼ
定
型
化
し
て
お
り
、
第
一
句
は
上
音
で

歌
い
出
し
て
中
音
に
下
行
、
第
二
句
は
上
音
→
中
音

→
上
音
→
中
音
と
音
高
が
推
移
し
、
第
三
句
は
中
音

で
謡
い
出
し
て
下
音
で
謡
い
収
め
る
。
通
常
の
声
量

で
謡
っ
た
あ
と
、
地
謡
が
小
声
か
つ
拍
子
不
合
で
詞

章
を
く
り
返
す（
地
取
と
い
う
）の
も
、［
次
第
］の
特

徴
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
定
型
か
ら
外
れ
る［
次
第
］
が

〈
竹
雪
〉〈
土
車
〉〈
昭
君
〉に
あ
る
。
こ
の
三
曲
に
共

通
す
る
の
は
ま
ず
低
音
域
で
謡
う
こ
と
、
地
取
の
ほ

か
に
通
常
の
声
量
か
つ
拍
子
合
で
詞
章
を
く
り
返
し
、

都
合
三
度［
次
第
］を
謡
う
点
で
あ
る
。
旧
日
本
古
典

文
学
大
系（
岩
波
書
店
刊
）で
は〈
昭
君
〉の［
次
第
］に

つ
い
て
、「
次
第（
三
遍
返
シ
）が
あ
っ
た
り
す
る
の

は
古
い
形
の
ま
ま
だ
ろ
う
」と
備
考
欄
に
記
し
て
い

る
。
三
遍
返
シ
と
は
、
脇
能
で
登
場
し
た
ワ
キ
・
ワ

キ
ツ
レ
が
最
初
に
謡
う［
次
第
］の
演
出
で
、
地
取
を

拍
子
に
あ
わ
せ
て
謡
っ
た
あ
と
、
再
度
ワ
キ
・
ワ

キ
ツ
レ
が［
次
第
］
を
く
り
返
す
。
備
考
を
執
筆
し

た
の
は
横
道
萬
里
雄
氏
と
思
わ
れ
る
が
、
氏
は
、
脇

能
に
限
ら
ず［
次
第
］は
三
遍
返
シ
で
謡
う
も
の
だ
っ

た
、
と
解
釈
さ
れ
た
よ
う
だ
。
こ
の
横
道
説
に
つ
い

て
、
少
し
考
え
て
み
た
い
。

　
上
記
の
三
曲
は
上
演
頻
度
は
高
く
な
い
が
、
遅
く

と
も
禅
竹
時
代
に
は
存
在
し
、
桃
山
時
代
以
降
の
謡

本
も
そ
こ
そ
こ
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
現
行
の
フ

シ
を
確
認
し
て
お
く
。

　〈
竹
雪
〉は
継
子
い
じ
め
を
扱
っ
た
作
品
で
あ
る
。

継
母
に
よ
り
凍
死
さ
せ
ら
れ
た
我
が
子
を
探
し
に
実

母
と
姉
が
訪
れ
る
場
面
で
、「
降
る
に
思
ひ
の
積
る

ゆ
き
、


、
消
え
し
我
が
子
を
尋
ね
ん
」と
謡
う
。

寛
文
の
書
上
で
は
宝
生
流
の
み
の
所
演
曲
だ
が
、
文

政
八
年
の
書
上
で
喜
多
流
も
加
え
た
。
現
在
で
も
宝

生
流
と
喜
多
流
が
所
演
曲
と
し
て
い
る
が
、
喜
多
流

は〔
一
声
〕で
登
場
し
、
す
ぐ
に［
一
セ
イ
］謡
を
謡
う

の
で［
次
第
］は
な
い
。
宝
生
流
で
は
、〔
ア
シ
ラ
イ

出
〕で
登
場
し
た
後［
サ
シ
］を
は
さ
ん
で［
次
第
］に

な
る
。
冒
頭
の「
降
る
に
」は
分
離
ノ
ト
リ
で「
ふ
る

ー
に
ー
ー
」と
音
を
引
き
な
が
ら
最
低
音
で
あ
る
呂

音
で
謡
い
出
し
、
そ
の
後
も
中
音
と
下
音
で
終
始
す

る
。
母
と
姉
が
低
音
で
謡
っ
た
あ
と
、
地
謡
が
通
常

の
声
量
で
今
度
は
上
音
か
ら（
と
い
っ
て
も
実
際
に

は
シ
テ
謡
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ぬ
音
高
で
謡
い
出
す
こ

と
が
多
い
が
）謡
い
出
し
、
そ
の
あ
と
地
取
を
謡
う
。

室
町
末
期
か
ら
江
戸
中
期
の
謡
本
を
繰
っ
て
み
た
が
、

確
認
し
た
十
冊
の
謡
本
す
べ
て
で
詞
章
は
一
度
の
み
。

そ
の
う
ち
の
八
冊
が
、
冒
頭
に「
次
第
下
」「
下
次
第
」

「
下
」と
表
記
を
し
、
低
音
域
か
ら
謡
い
出
す
と
示
し

て
い
る
。
冒
頭
を
分
離
ノ
ト
リ
で
謡
い
出
す
指
示
は

な
い（
筆
者
注
　
分
離
ノ
ト
リ
と
は
、
上
の
句
を
二

分
し
、
新
た
に
加
え
た
四
拍
分
の
ト
リ
の
間
で
上
の

句
前
半
を
謡
い
、
残
り
と
下
の
句
は
本
来
の
八
拍
子

の
中
で
謡
う
技
法
。
フ
シ
を
長
く
引
き
な
が
ら
上
の

句
を
謡
う
こ
と
が
で
き
る
）。

　〈
土
車
〉で
は
、
遁
世
し
た
主
君
の
子
を
乗
せ
た
土

車
を
引
き
な
が
ら
傳
の
小
次
郎
が
登
場
し
、
道
行
の

序
歌
と
し
て
子
方
と
同
吟
す
る［
次
第
］が「
住
ま
で

世
に
経
る
土
車
、


、
廻
る
や
天
の
浮
雲
」で
あ
る
。

文
政
八
年
の
書
上
で
所
演
曲
と
し
て
い
る
の
は
喜
多

流
の
み
で
、
観
世
流
は
明
治
以
降
加
え
た
。
宝
生
・

金
春
・
金
剛
流
は
現
行
曲
で
は
な
い
。
喜
多
流
は
中

音
で
謡
い
出
し
、
ほ
と
ん
ど
低
音
域
で
謡
っ
た
あ
と

地
取
を
は
さ
ん
で
三
度
目
は
シ
テ
と
子
方
が
上
音
か

ら
謡
い
出
す
。
三
度
目
の
冒
頭
句
だ
け
分
離
ノ
ト
リ

で
、「
す
ま
ー
で
ー
ー
」と
文
字
を
引
き
な
が
ら
謡
い

出
す
点
が
特
異
で
あ
る
。
観
世
流
で
は
下
音
か
ら
謡

い
出
す
が
、
二
句
目
で
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
上
音
に
あ
が

る
。
そ
の
あ
と
、
地
謡
が
通
常
の
声
量
で
定
型
通
り

に
上
音
か
ら
詞
章
を
く
り
返
す
が
、
分
離
ノ
ト
リ
に

は
せ
ず
、
地
取
も
な
い
。
室
町
末
期
か
ら
江
戸
中
期

の
謡
本
で
は
、
十
四
冊
中
六
冊
が
詞
章
を
二
度
く
り
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返
し
、
最
初
は「
下
次
第
」「
次
第
下
」「
下
」、
二
度

目
に「
上
次
第
」「
上
」「
次
第
上
」と
謡
い
出
す
音
位

を
示
し
て
い
た
。
地
取
を
含
め
て
三
回
詞
章
を
記
し

た
謡
本
、
ゴ
マ
の
記
載
の
な
い
無
章
句
本
な
の
に
詞

の
み
三
度
く
り
返
し
記
し
た
謡
本
も
あ
る
。
慶
長
三

年
の
奥
書
を
持
つ
松
井
家
蔵
五
番
綴
謡
本
は
三
度
目

の
冒
頭
に「
ヤ
ヲ
ハ
」と
あ
っ
て
、
現
行
喜
多
流
と
同

じ
く
三
度
目
を
分
離
ノ
ト
リ
で
始
め
て
い
る
が
、
他

の
下
掛
リ
系
謡
本
に
も「
で
」に
増
シ
節
の「
マ
ワ
シ
」

が
あ
る
の
で
、
同
じ
よ
う
に
分
離
ノ
ト
リ
で
謡
っ
た

可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。

　〈
昭
君
〉
で
は
、
昭
君
の
老
父
母
が
、
娘
の
形
見

の
柳
の
元
を
掃
く
際
に「
落
葉
の
積
も
る
木
陰
に
や
、

嵐
も
塵
と
な
り
ぬ
ら
ん
」と
謡
う（
最
初
に
謡
う
際
、

ど
の
流
儀
も
初
句
を
く
り
返
さ
な
い
）。
寛
文
の
書

上
で
は
金
春
流
の
み
が
所
演
曲
と
し
、
文
政
八
年
の

書
上
で
は
観
世
以
外
が
所
演
曲
と
し
て
い
る
。
観
世

流
は
明
治
以
降
加
え
た
。
現
在
で
は
五
流
で
現
行
曲

と
し
て
い
る
が
、
各
流
で
フ
シ
が
異
な
る
。
金
春
・

喜
多
流
で
は
シ
テ
・
ツ
レ
が
上
音
で
謡
い
出
し
た
あ

と
地
取
が
入
り
、
再
び
シ
テ
・
ツ
レ
が
低
音
域
で
く

り
返
す
。
観
世
流
で
は
シ
テ
・
ツ
レ
が
上
音
で
謡
い

出
し
、
そ
の
あ
と
地
謡
が
低
音
で
謡
い
返
す
。
地
取

は
な
い
。
宝
生
・
金
剛
流
で
は
下
音（
観
世
流
の
中

音
）で
シ
テ
・
ツ
レ
が
謡
い
出
し
て
低
音
域
で
終
始

し
た
あ
と
地
取
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
宝
生
流
は
地
謡
、

金
剛
流
は
シ
テ
ひ
と
り
が
低
音
域
で
く
り
返
す
。
室

町
末
期
か
ら
江
戸
中
期
の
謡
本
で
は
、「
上
次
第
」で

謡
い
出
し
、
二
度
目
に「
下
同
」「
下
地
」な
ど
低
音

域
で
謡
い
出
す
指
示
の
あ
る
も
の
が
十
一
冊
中
五
冊
、

低
音
域
で
謡
い
出
す
も
の
が
二
冊
、
残
り
は
謡
い
出

し
の
音
位
を
記
し
て
い
な
か
っ
た
。
横
道
氏
が
岩
波

旧
大
系
で
底
本
と
し
た
天
理
図
書
館
蔵
室
町
末
期
筆

観
世
流
謡
本
で
は
二
回
詞
章
を
記
し
、
最
初
は「
次

第
」、
二
度
目
は「
二
人
下
」と
付
記
し
て
二
度
目
を

低
音
で
謡
う
指
示
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
最
初
は
初
句

を
く
り
返
さ
ず
、
二
度
目
に
初
句
を
く
り
返
す
演
出

で
、
こ
れ
は
現
行
の
謡
本
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
通

常
は
地
取
の
と
き
に
初
句
を
く
り
返
さ
な
い
の
だ
が
、

逆
に
す
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
図
が
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

　
江
戸
中
期
以
前
の
謡
本
を
見
る
限
り
、〈
土
車
〉と

〈
昭
君
〉は
、
フ
シ
が
変
わ
る
の
で
そ
の
都
度
詞
章
を

記
し
た
よ
う
だ
。
と
す
る
と
、
一
度
し
か
詞
章
の
な

い〈
竹
雪
〉は
上
音
で
謡
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　〈
竹
雪
〉や〈
土
車
〉の
よ
う
に
冒
頭
句
を
分
離
ノ
ト

リ
で
始
め
る［
次
第
］は
多
く
は
な
い
が
、
そ
れ
ほ
ど

珍
し
く
も
な
い
。〈
天
鼓
〉〈
百
万
〉〈
楊
貴
妃
〉な
ど
、

シ
テ
の
思
い
入
れ
が
強
い
作
品
で
は
分
離
ノ
ト
リ
で

謡
い
出
す
。
し
か
し〈
天
鼓
〉以
下
の
三
曲
は
上
音
か

ら
謡
い
出
す
の
で
、
通
常
の
地
取
の
み
で
三
度
は
く

り
返
さ
な
い
。

　
問
題
は
、
ど
う
や
ら
音
域
ら
し
い
。

　
横
道
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、［
次
第
］は
本
来
三

遍
返
し
を
す
る
小
段
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。〈
昭
君
〉

は
古
作
ゆ
え
に
古
態
を
残
し
た
、
と
横
道
氏
は
考
え

ら
れ
た
よ
う
だ
。
た
し
か
に〈
昭
君
〉は
禅
竹
の
祖
父

金
春
権
守
の
作
だ
が
、〈
土
車
〉は
世
阿
弥
作
、〈
竹

雪
〉は
禅
竹
の『
歌
舞
髄
脳
記
』の
草
稿
本
に
名
が
あ

る
曲
で
必
ず
し
も
古
作
と
は
言
え
な
い
。
古
作
だ
か

ら
で
は
な
く
、
特
異
な
フ
シ
付
ケ
故
に
三
遍
返
シ
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
雪
の
降
り
積
も
る

中
、
亡
く
な
っ
た
と
聞
か
さ
れ
た
我
が
子
を
探
す〈
竹

雪
〉、
二
度
と
会
え
な
い
だ
ろ
う
娘
を
思
っ
て
落
葉

を
掃
く〈
昭
君
〉。
絶
望
的
な
内
容
の［
次
第
］は
ほ
か

に
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
三
曲
の［
次
第
］は
低
音

域
で
謡
う
よ
う
フ
シ
付
ケ
さ
れ
た
。
し
か
し
、［
次

第
］を
低
音
域
で
謡
う
と
地
取
を
謡
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
元
の
フ
シ
付
ケ
は
残
し
な
が
ら
、
定
型
通

り
上
音
域
で
も
謡
お
う
と
作
品
ご
と
に
工
夫
し
た
結

果
、
三
遍
返
シ
風
の
演
出
に
な
っ
た
、
と
い
う
経
緯

を
考
え
た
い
。
江
戸
時
代
中
期
ま
で
低
音
域
の
み
で

謡
っ
て
い
た
ら
し
い〈
竹
雪
〉も
、
寛
政
版
で
は
三
度

目
を
上
音
域
で
謡
う
よ
う
変
更
し
て
い
る
。

　
お
も
し
ろ
い
の
は
、
こ
の
謡
い
方
が
小
書
に
も
援

用
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば〈
三
輪
〉の
前
シ
テ

登
場
の［
次
第
］。
定
型
通
り
の
フ
シ
付
ケ
で
、
通
常

は
地
取
を
す
る
だ
け
だ
が
、
神
遊
、
白
式
な
ど
の
小

書
が
つ
く
と
三
遍
返
シ
に
な
り
、
シ
テ
が
低
音
域
で

静
か
に
謡
っ
た
あ
と
地
取
、
そ
の
あ
と
通
常
の
音
量
、

通
常
の
フ
シ
で
シ
テ
が
三
度
目
を
謡
っ
て
収
め
る
。

習
イ
な
の
で
重
く
静
か
に
謡
い
出
す
こ
と
に
し
た
の

だ
ろ
う
が
、
や
は
り［
次
第
］は
上
音
域
で
謡
わ
な
い

と
落
ち
着
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
世
阿
弥
自
筆
能
本
に
遡
る
と
、「
次
第
」と
記
す
だ

け
で
ゴ
マ
や
上
、
ハ
ル
な
ど
音
高
を
指
示
す
る
直

シ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
例
外
と
言
え
る
の
が〈
多

度
津
左
衛
門
〉で
あ
る
。
乳
母
と
娘
が
高
野
山
を
め

ざ
す
と
こ
ろ
で
狂
乱
し
て
謡
う「
ヲ
ン
ナ
ノ
ユ
カ
ヌ

カ
ウ
ヤ
サ
ン


ヲ
ト
コ
ワ
ナ
ニ
カ
ク
ル
シ
キ
」で
、

初
句
の「
ヌ
」に「
ハ
ル
」と
記
し
て
上
行
の
意
思
を
示

し
て
い
る
。
謡
い
出
し
は「
シ
大
」と
あ
る
だ
け
だ
が
、

途
中
に「
ハ
ル
」と
あ
る
か
ら
に
は
そ
れ
以
前
は
低
音

域
で
謡
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。〈
土
車
〉同

様
、［
次
第
］を
低
音
域
で
謡
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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）




